
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　新聞を活用したことで、子供たちの視点が地域から街全体に広がっていったのは成果と言える。課題としては、学校全体にこの動きを広められなかったことである。
	TextField2: 　新聞を活用することで、自分たちが調べたこと以上に、実際に行われている多くのことを知ることができた。
	TextField2: ①老人福祉施設「えん」の方と仲良くなろう（２５時間）②「えん」の方から学ぼう（２０時間）③「えん」のことを伝えよう（１５時間）（留意点）・自分が見たり調べたりしたことだけでなく、新聞からも多くの情報があることを伝え、自分の身の回り以外にも様々な工夫があることに気付かせるようにする。 
	TextField2: 　総合的な学習の時間「共に生きる」６０時間
	TextField2:   情報を収集し、その情報を適切に処理し、情報を正確にわかりやすく発信することができる。
	TextField2: お年寄りや体の不自由な人とどのように接すればよいのかを知るとともに、そこで働いている人の工夫や苦労を聞くことで「共に生きる」ために自分たちは何をするべきなのかを学び、発信する。
	TextField2: 「共に生きる」
	TextField2: 総合的な学習の時間　４６名
	TextField2: ５学年
	TextField2: 矢澤研
	TextField2: 北海道札幌市立三角山小学校
	TextField1: 新聞を活用した「かかわる力・伝え合う力」の育成



